
 

はとバスは、水陸両用車を使用した 

「東京湾の水辺活性化」社会実験※１に協力パートナーとして参画します。 

 

株式会社はとバス（東京都大田区 代表取締役社長：金子正一郎）は、RE-BORN47、日本水陸両用車協会、大江戸水辺

観光推進機構や観光庁が共同で開催する「水陸両用車を使用した東京湾の水辺活性化のための社会実験」（東京港内で

の水陸両用車モニターツアー）に車両整備の面から協力します。 

 

水陸両用車は欧米諸国、東南アジア等では観光事業などで活用され、多数の乗客を集めるなど観光資源として認知さ

れています。 

 

近年では、国の機関により公共交通活性化プログラムの一環として、水陸両用車による社会実験が計画され、また地

方では地域活性化のため水陸両用車を活用した観光事業の計画も進んでおり、四方を海に囲まれ水資源の豊かな日本

では、今後水陸両用車への観光面の期待が高まってくることが予想されています。 

 

弊社は東京観光の活性化や水辺観光の需要創出を目的した今回の社会実験は大変意義がある事だと考え、社会実験の

結果を踏まえて、水陸両用バスを使用した観光ツアーの早期実現に向けて進めていきます。 

※１  社会実験の概要は日本水陸両用車協会のホームページで確認下さい。www.javo.jp/img/news/120309javo_press.pdf 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係各位 
２０１２年３月１６日 

 

本件に関する報道関係の方からのお問合せは 

■株式会社はとバス広報室  ＴＥＬ．（０３）３７６１‐８１２８  東京都大田区平和島 5-4-1 〒143-8512 


